
今回の特集は，呼吸器の様々な分野で活躍されている8人の先生方による呼

吸器疾患治療の現状と今後の展望であり，様々なトピックが印象に残った．

気管支喘息では，抗 IgE抗体薬であるオマリズマブが通年性抗原に対して

陽性を示し，血清中 IgEが高値を示す難治性喘息に対する突破口として，そ

の効果が期待される．また，気管支熱形成術は，気管支鏡下に3～10mmの気

管支内腔にプローブを接触させてラジオ波で気道平滑筋を焼灼することで気道

収縮の軽減をはかる治療で，難知性喘息の画期的治療法となる可能性がある．

特発性肺線維症(IPF)においては，PDGF，TGF-βを介して線維芽細胞の

増殖，コラーゲンを抑制するピルフェニドンが注目される．肺活量の低下の抑

制などの効果が示され，2008年12月にわが国で認可された．今後の大規模な

臨床評価の結果が楽しみである．また，IPFの急性増悪に対するエンドトキシ

ン吸着療法(PMX-DHP)の有益性が報告されている．このメカニズムとして，

好中球や，炎症性メデイエータであるMMP-9 の吸着作用が報告されている．

COPDでは，長期作用型抗コリン薬であるチオトロピウムや，吸入ステロ

イドと長期作用型β刺激薬の合剤，去痰薬であるカルボシステインが大規模

臨床試験で有用性が実証され，その成果が一流英文雑誌に掲載された点が注目

される．また，病変部の気管支を閉鎖するairway valveの挿入など，「気管支

鏡を用いた肺容量減量術」が斬新な治療として注目される．

肺癌では，従来非小細胞肺癌と一括されていたものが，EGFR遺伝子変異

を持つ腺癌にはEGFR-TKIが，扁平上皮癌にはPEM やVEGF抗体である

ベバシズマブが適応とされるなど，癌組織診断の細分化や治療の個別化の重要

性がより明確になりつつある．また，PET-CTを駆使した早期の肺癌診断に

伴う縮小手術の推進が注目される．

患者の予後を改善させる可能性のある治療戦略が次々と提案されている呼吸

器分野は，若い医師にとってより魅力的な分野に発展しつつある．

(三嶋理晃)
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